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５
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６
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

－
昌
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Ｆ
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ｐ
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．
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竃
．
奉
¢
一
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胃
一
．
弓
訂
８
＄
づ
ぎ
胴
◎
｛
、
卑
巨
８
一
オ
ｏ
ｇ
轟
罧
Ｋ
、
ぎ

ｏ
ｏ
◎
９
◎
６
ｏ
ｑ
く
｝
づ
｛
向
８
ｇ
昌
｝
８
．

　
○
．
竃
肩
註
〆
弓
ざ
雰
一
巨
ｓ
－
目
ｏ
昌
ｇ
二
づ
亭
ｏ
ｏ
睾
色
◎
ｏ
冒
ｏ
邑

◎
｛
向
８
８
邑
ｏ
弓
ざ
◎
争
耳
耳
｝
ｏ
ｏ
弓
ｏ
黒
雪
一
５
邑
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岩
箪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
八
年
八
月
一
七
日
）

二
五
〇
（
四
一
四
）

　
共
同
研
究
室

昭
和
五
三
年
度
第
一
回
研
究
会
（
五
月
十
二
目
）

▼
テ
ー
マ
　
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
学
説
史
方
法
論

　
報
告
者
　
浜
崎
正
規
氏

　
　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
二
十
七
巻
・
第
三
号
に
掲
載
の
予
定
）

昭
和
五
三
年
度
第
二
回
研
究
会
（
六
月
二
目
）

▼
テ
ー
マ
　
言
語
と
文
化
比
較

　
報
告
者
　
猪
谷
寛
氏

報
告
要
旨

　
－
　
差
異
と
同
一
に
つ
い
て

　
音
韻
学
上
、
以
下
の
如
き
事
実
が
あ
る
。

　
例
え
ぱ
、
日
本
人
の
耳
に
「
あ
」
と
聞
え
る
音
素
が
、
英
語
に
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

種
類
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
峰
じ
ｏ
ひ
同
の
四
っ
で
あ
る
。
　
（
正
確
に
は
い

　
〕

と
ｏ
は
、
強
勢
の
あ
る
な
し
の
差
に
過
ぎ
ず
三
種
類
と
言
っ
て
も
よ
い
。
）
そ
の

　
〔

結
果
、
英
語
学
習
初
期
の
段
階
に
あ
る
学
習
老
に
は
、
例
え
ぱ
、
次
の

語
は
、
全
て
同
一
に
聞
え
、
そ
の
差
異
の
識
別
は
不
可
能
で
あ
る
。



　
　
　
　
ｔ

　
　
　
　
ｒ
　
　
　
ｔ

　
　
ｔ
　
　
　
ａ
　
　
ｒ
　
　
ｔ

　
　
ａ
　
　
ｅ
　
　
ｕ
　
　
ｕ

　
　
ｈ
　
　
ｈ
　
　
ｈ
　
　
ｈ

　
は
、
全
て
、
　
「
ハ
ー
ト
」
と
、
聞
え
る
。
　
（
長
短
の
差
は
、
音
栄
の
差

を
生
ず
る
要
素
と
は
、
実
際
上
な
り
得
な
い
。
）

　
そ
の
他
、
目
本
語
の
母
韻
「
い
」
「
う
」
「
え
」
「
お
」
に
対
応
し
て
、

英
語
の
意
味
の
差
を
生
ず
る
音
素
は
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
個
存
在
す
る
。

　
か
く
の
如
く
、
音
素
間
に
意
味
の
差
異
を
生
ず
る
点
を
、
構
造
言
語

学
に
お
い
て
冨
◎
篶
昌
ざ
君
ま
冴
と
呼
ぶ
。

　
こ
の
事
実
は
”
差
異
と
同
一
〃
と
い
う
認
識
行
為
が
、
絶
対
の
も
の

で
な
く
、
相
対
的
な
心
的
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
英
語
四
種
の
音
素
が
、
全
て
、
日
本
語
「
あ
」
と
”
同
「
で

あ
る
と
”
認
識
”
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
英
語
内
に
お
げ
る

”
差
異
〃
の
認
識
不
能
を
意
味
す
る
。
心
あ
ら
ざ
れ
ぼ
聞
け
ど
も
聞
え

ず
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
皿
　
認
識
に
つ
い
て

　
英
語
で
、
認
識
を
旨
８
弩
三
ｇ
と
い
う
事
実
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。

接
続
語
「
鳥
－
」
は
、
「
再
」
の
意
で
あ
る
。
８
習
三
ｇ
と
は
、
精

神
分
析
上
、
意
識
の
謂
で
あ
る
。
　
”
再
び
意
識
す
る
〃
と
は
、
如
何
な

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
　
　
、
　
ｏ

る
こ
と
カ

　
日
本
語
「
あ
」
は
、
ひ
と
っ
の
識
別
バ
タ
ソ
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ソ

は
吾
人
の
心
身
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
り
、
吾
人
そ
の
も
の
と
言
う
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
〕
〕
〕

く
、
他
の
、
例
え
ぼ
英
語
の
お
ａ
Ａ
ｅ
バ
タ
ソ
そ
れ
ぞ
れ
と
は
、
　
”
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｉ
、
〔
ｒ
，
」
ｒ
－
、

一
〃
で
は
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
「
あ
」
パ
タ
ソ
は
、
英
語
四
種

の
バ
タ
ソ
を
、
い
わ
ば
”
ひ
き
つ
け
”
て
し
ま
う
。
　
”
ひ
き
つ
け
る
”

と
い
う
こ
と
は
、
相
手
パ
タ
ソ
の
無
視
、
な
い
し
は
、
認
知
不
可
を
示
す
。

　
吾
人
が
「
あ
」
を
「
あ
」
と
識
別
す
る
た
め
に
は
、
　
「
あ
」
パ
タ
ン

が
”
前
も
っ
て
”
存
在
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
　
「
あ
」
バ
タ
ン
に

合
致
す
る
”
音
〃
を
聞
い
た
と
き
、
吾
人
は
「
あ
」
と
”
認
識
〃
す
る

の
で
あ
る
。
人
の
認
識
行
為
と
は
、
ざ
っ
と
、
以
上
の
如
き
も
の
を
そ

の
特
徴
と
す
る
。

　
日
本
語
に
「
見
な
す
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
机
を
机
と
”
見
な

し
〃
て
こ
そ
、
机
と
い
う
実
在
が
認
識
で
き
る
。
心
理
学
上
の
有
名
な

実
験
で
、
机
と
い
う
語
を
与
え
な
げ
れ
ば
、
幼
児
は
例
え
ぱ
”
机
〃
と

”
椅
子
”
の
区
別
は
つ
か
な
い
。
机
と
い
う
概
念
１
ー
パ
タ
ン
が
な
げ
れ

ば
、
認
識
行
為
は
成
立
し
な
い
。
言
語
が
、
人
の
認
識
に
果
す
役
割
は
、

他
の
何
老
を
も
っ
て
し
て
も
、
代
え
る
こ
と
は
不
可
で
あ
る
。
認
識
と

は
、
　
”
再
認
識
〃
の
謂
で
あ
る
。
（
渡
辺
慧
「
認
識
と
パ
タ
ソ
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一
（
四
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

　
音
韻
論
上
の
み
な
ら
ず
、
統
結
論
上
、
認
識
パ
タ
ソ
の
相
違
に
よ
る
、

学
習
上
の
、
昌
◎
篶
昌
ざ
君
ぎ
誌
、
は
、
日
英
両
語
間
に
。
あ
っ
て
、
枚

挙
に
暇
が
な
い
。

　
完
了
移
は
、
時
問
を
幅
で
と
ら
え
る
認
識
バ
タ
ソ
で
あ
る
、
日
本
語

に
は
、
こ
の
パ
タ
ソ
は
存
在
し
な
い
。
故
に
、
目
本
語
か
ら
の
類
推
は

不
可
で
あ
る
。
単
複
概
念
も
、
そ
う
で
あ
る
。
冠
詞
も
そ
う
で
あ
る
。

関
係
代
名
詞
に
よ
る
統
語
法
も
、
日
本
語
に
は
存
し
な
い
。
代
名
詞
的

処
理
も
、
目
本
語
に
は
希
薄
で
あ
る
。

　
逆
に
、
敬
語
の
パ
タ
ソ
は
英
語
に
な
い
。
又
、
　
「
だ
よ
」
と
か
「
だ

わ
」
と
か
、
　
「
ね
」
と
か
「
や
」
（
関
西
）
の
よ
う
な
、
情
緒
パ
タ
ソ

と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
英
語
に
は
皆
無
に
近
い
。

　
語
順
が
英
語
の
イ
ノ
チ
だ
が
、
目
本
語
で
は
さ
に
あ
ら
ず
、
パ
ラ
グ

ラ
フ
構
成
、
書
物
の
組
み
立
て
も
、
英
語
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
、
日
本

語
は
逆
三
角
形
　
　
と
並
べ
れ
ぱ
キ
リ
が
な
い
。

　
皿
　
舌
、
耳
、
目
に
つ
い
て

　
”
お
フ
ク
ロ
の
味
〃
は
、
ア
ミ
ノ
酸
の
味
で
あ
る
。
目
本
人
が
う
ま

い
と
感
ず
る
味
の
基
礎
に
は
、
ア
ミ
ノ
酸
が
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
る
。
外
来
の
食
物
の
う
ま
い
、
ま
ず
い
の
判
定
は
、
実
は
、
吾
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二
（
四
一
六
）

体
中
に
あ
る
「
ア
、
・
・
ノ
酸
」
パ
タ
ソ
に
合
う
か
ど
う
か
の
間
題
に
、
煎

じ
っ
め
れ
ぱ
、
な
る
ら
し
い
。
ど
こ
の
国
の
料
理
は
マ
ヅ
イ
と
は
、
い

ち
が
い
に
言
え
ぬ
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
逆
に
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス

人
に
と
っ
て
、
タ
ク
ワ
ソ
な
ど
は
、
こ
の
世
の
最
も
形
容
し
が
た
き

”
醜
味
”
の
代
表
か
も
知
れ
な
い
。
認
識
パ
タ
ソ
の
相
違
の
な
せ
る
技

で
あ
る
。
　
（
河
野
友
美
「
味
と
文
化
」
）

　
日
本
語
の
根
底
に
は
、
四
抽
子
が
支
配
す
る
。

　
五
七
調
・
七
五
調
と
云
っ
て
も
、
　
”
問
”
を
数
に
入
れ
れ
ぱ
、
四
抽

な
い
し
は
、
そ
の
倍
数
で
あ
る
。
新
興
の
俳
句
も
、
そ
の
ノ
リ
を
超
え

ず
、
釈
迦
の
掌
中
の
小
ザ
ル
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
散
文
に
し
て

も
、
四
拍
に
常
に
収
叙
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
云
え
る
。

　
英
語
は
三
抽
文
化
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
英
文
を
四
抽
で
読
も
う
と

し
、
英
米
人
の
話
す
目
本
語
は
、
ワ
ル
ツ
を
踊
っ
て
い
る
。
認
識
バ
タ

ン
の
相
違
で
あ
る
。
（
別
宮
貞
徳
「
日
本
語
の
リ
ズ
ム
」
）

　
尾
形
光
琳
は
方
円
論
を
唱
え
、
ピ
カ
ソ
の
絵
は
三
角
が
そ
の
根
幹
を

な
す
。
水
墨
画
の
筆
法
と
油
絵
の
そ
れ
と
は
、
異
る
。
梅
原
竜
三
郎
は
、

ル
ノ
ァ
ー
ル
を
経
て
、
光
琳
を
志
向
す
る
。
梅
原
は
、
西
洋
で
は
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
す
く
な
い
と
い
う
。
認
識
パ
タ
ン
の
相
違
に
よ
る
も
の

だ
ろ
う
。



　
Ｎ
　
文
学
に
つ
い
て

　
、
老
人
と
海
」
の
締
木
を
、
老
人
は
死
す
べ
き
も
の
と
思
い
こ
ん
で

い
ろ
の
が
日
本
人
一
般
で
あ
る
が
、
老
人
は
死
な
な
い
。
極
度
の
疲
労

に
あ
っ
て
、
精
神
は
死
を
拒
絶
す
る
。
日
木
人
読
者
は
、
ガ
ッ
カ
リ
し

て
、
や
が
て
、
記
憶
は
風
化
し
、
い
つ
か
老
人
は
”
自
然
〃
に
帰
っ
た

こ
と
に
す
る
。

　
「
草
枕
」
に
お
い
て
、
主
人
公
が
”
あ
わ
れ
”
と
思
い
、
絵
に
壮
る

と
感
ず
る
の
は
二
個
所
、
女
の
自
我
が
消
滅
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
絵
は
日
木
画
で
あ
っ
て
、
漱
石
も
し
西
欧
の
人
で
あ
り
せ
ぼ
、

こ
の
一
篇
ば
、
お
よ
そ
成
っ
た
か
ど
う
か
。
認
識
パ
タ
ソ
の
相
違
に
杖

、
）
く
。

タ
ソ
は
、
真
に
保
守
的
で
あ
る
。
　
”
見
た
く
な
い
も
の
は
〃
見
ず
、
聞

き
た
く
た
い
も
の
は
聞
か
な
い
。
お
そ
ら
く
、
生
物
生
存
の
た
め
の
有

効
性
追
求
の
故
で
あ
ろ
う
。
他
の
生
物
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
ヵ

エ
ル
は
カ
エ
ル
個
有
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
桜
は
桜
の
イ
デ
ィ
ア
を
も

っ
と
、
語
弊
を
恐
れ
ず
言
え
ば
、
そ
う
た
る
。
　
（
藤
岡
喜
愛
「
イ
メ
ー
ジ

と
人
問
－
精
神
人
類
学
の
視
野
」
）

　
留
意
す
べ
き
は
、
己
れ
の
認
識
バ
タ
ソ
は
、
世
界
共
通
で
あ
る
と

”
認
識
”
す
る
の
も
、
己
れ
の
認
識
パ
タ
ン
に
自
縄
自
縛
の
結
果
で
あ

る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
此
に
文
化
論
的
様
々
な
る
意
匠
が
存
す
る
。
誤
謬
な
き
が
如
く
に
見

え
て
、
時
空
の
制
限
を
受
け
る
。

　
Ｖ
バ
タ
ソ
・
イ
メ
ー
ジ

　
こ
の
三
者
は
、
異
名
同
一

慧
「
認
識
と
バ
タ
ソ
し
）

．
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

の
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い

　
Ｍ
　
文
化
比
較
に
つ
い
て

　
認
識
パ
タ
ソ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
内
で
機
能
す
る
。
否
、

認
識
バ
タ
ソ
が
存
在
す
る
人
問
世
界
を
”
文
化
圏
”
と
呼
ぶ
。

　
　
　
　
共
同
研
究
室

。
　
（
渡
辺

個
有
の

認
識
パ

　
ｗ
　
人
問
の
条
件
と
し
て
の
言
語
に
つ
い
て

　
言
語
は
、
ヵ
オ
ス
中
に
世
界
を
構
築
す
る
、
と
云
え
よ
う
か
。
　
（
鈴

木
孝
天
「
こ
と
ぽ
と
文
化
」
）
生
物
生
存
の
た
め
、
認
識
バ
タ
ソ
が
存
し
、

人
問
に
あ
っ
て
、
言
語
が
認
識
パ
タ
ン
の
成
立
と
維
持
と
発
展
の
た
め

に
、
不
可
欠
で
あ
る
と
断
定
し
得
よ
う
。

　
磐
言
す
れ
ぼ
、
　
「
言
語
と
は
、
も
の
の
見
方
」
で
あ
り
、
又
「
言
語

と
は
、
文
化
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
五
三
（
四
一
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
策
二
号
）

昭
和
五
三
年
度
第
三
回
研
究
会
（
六
月
十
六
目
）

▼
テ
ー
マ
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
自
然
価
格
」
概
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
価
格
論
の
学
史
的
考
察

　
轍
告
老
　
岡
崎
栄
松
氏

報
告
要
旨

　
ま
ず
、
こ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
順
序
（
あ
る
い
は
項
目
）
を
示
せ
ぱ
、

っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
１
）
　
は
じ
め
に
　
　
問
題
の
所
在

　
側
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
そ
の
意
味
内
容

　
３
－
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
第
二
の
「
白
然
価
格
」
概
念
と
そ
の
理
論
的
意

　
　
　
義

　
↑
ｏ
　
む
す
ぴ
　
　
ス
ミ
ス
か
ら
リ
カ
ー
ト
ウ
ヘ

　
つ
ぎ
に
、
こ
の
報
告
の
「
ね
ら
い
」
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
れ
は
、

○
り
ス
ミ
ス
『
国
富
論
』
（
第
一
篇
第
七
章
～
第
十
一
章
）
に
は
、
〈
平
均
賃

金
十
平
均
利
潤
十
平
均
地
代
Ｖ
を
意
味
す
る
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概

念
と
、
〈
資
本
補
填
分
十
平
均
利
潤
Ｖ
を
含
意
す
る
第
二
の
「
白
然
価

格
」
概
念
と
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
、
そ
し
て
仁
↓
『
国
富

論
』
に
お
け
る
こ
の
第
一
・
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
は
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
意
味
内
容
な
い
し
理
論
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
を
明
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四
（
四
一
八
）

に
す
る
、
さ
ら
に
Ｏ
む
リ
カ
ー
ド
ウ
は
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
こ
う
し
た
二
重
の

「
自
然
価
格
」
概
念
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
受
げ
い
れ
継
承
し
た
か
に
言

及
す
る
、
　
　
こ
の
三
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
っ
ま
り
報
告
内
容

に
つ
い
て
は
、
し
か
し
私
は
、
本
誌
の
次
号
以
下
に
（
三
回
に
分
げ
て
）

掲
載
さ
れ
る
予
定
の
拙
稿
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い

て
　
　
生
産
価
格
論
の
学
史
的
考
察
　
　
」
の
な
か
で
詳
論
す
る
の
で
、

こ
こ
で
は
こ
の
論
稿
の
目
次
を
示
す
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
〕

　
１
　
は
じ
め
に

　
■

　
ｕ
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
狭
義
の
自
然
価
格
論

　
〔

　
　
一
　
ス
ミ
ス
の
白
然
価
格
・
市
場
価
格
論

　
　
二
　
投
下
労
働
説
と
支
配
労
働
説

　
　
三
　
分
解
価
値
説
と
構
成
価
値
説

　
　
四
　
第
一
の
「
自
然
価
格
」
概
念
の
意
味
内
容

　
〕

　
ｍ
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
広
義
の
自
然
価
格
論

　
〔

　
　
一
　
ス
ミ
ス
の
賃
金
・
利
潤
論

　
　
二
　
第
二
の
「
自
然
価
格
」
概
念
と
そ
の
理
論
的
意
叢

　
　
三
　
ス
ミ
ス
地
代
論
Ｈ

　
　
四
　
ス
ミ
ス
地
代
論
ｏ

　
〕

　
ｗ
　
間
題
の
総
括

　
〔




